
平成２７年２月２７日

福島河川国道事務所

「吾妻山火山噴火防災訓練」の実施について

福島河川国道事務所では、吾妻山の噴火に備え、迅速かつ適

確な行動が図れるよう、吾妻山火山噴火防災訓練を実施しま

す。

積雪期に吾妻山が小規模水蒸気噴火した場合を想定して、

緊急調査や情報伝達などの訓練を実施します。

◆訓練日時 平成２７年３月６日（金）10:30 ～ 16:00（予定）

◆実施場所 福島河川国道事務所防災センターほか

◆参加機関 東北地方整備局、北陸地方整備局、福島地方気象台、福島県、福島市、

福島河川国道事務所

◆訓練内容 ➢被害の規模は、現在仙台管区気象台より発表されている噴火警戒レベ

ル２規模の小規模水蒸気噴火が積雪時に大穴火口において発生した場合

を想定。

➢訓練内容は、吾妻山火山噴火緊急減災対策砂防計画※に基づき国の砂防

部局が実施する被害軽減対策を実施。

➢当日、実施を予定する主な訓練内容は以下のとおり

・ヘリコプターによる上空からの緊急調査訓練

・災害対策機械等設置・運用訓練

・TV 会議システムによる関係機関との情報伝達訓練

・緊急減災対策訓練 など

※ヘリコプターによる訓練では、吾妻山火口周辺ルートの飛行を予定しており、ご希望

があれば、マスコミ各社からの搭乗を予定させて頂きます。

（搭乗計画等は別紙参照）

ただし、余席の状況及び当日の天候等によりご希望に添えない場合がございます。
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※吾妻山火山噴火緊急減災対策砂防計画

火山噴火時に発生が想定される溶岩流、火山泥流、土石流等の土砂災害による被害を軽減するため、

国及び県の砂防部局がハード・ソフト両面の対策を定めたものです。

計画策定にあたっては、福島県緊急減災砂防計画策定委員会（学識経験者、気象庁や自衛隊、消防、

警察などの関係機関及び、県・市町村などにより構成）において検討し、平成２５年１月に策定及び

公表しています。 詳細は下記URLへジャンプ。

（http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/sabo/400/424.html）



別 紙（ヘリコプター飛行予定ルート、搭乗計画等）  
 
◆日 時   平成２７年３月６日（金） １３：００～１５：００（予定） 

 ◆飛行ルート 下記エリア（予定） 
 ◆搭乗場所  「瀬ノ上ヘリポート」福島市瀬上地内（右記） 
 （集合場所）  
 ◆飛行予定  １回目（緊急調査訓練）１３：００～１３：４０ 
        ２回目（マスコミ各社等希望者）１４：００～１４：４０ 
 ◆搭乗定員  各回８名程度 
  
                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吾妻山山系砂防出張所 

吾妻山山系砂防出張所 
松川庁舎 

（火山防災ｽﾃｰｼｮﾝ） 

福島河川国道事務所（災害対策支部） 

瀬ノ上ヘリポート 

阿武隈川

福島県庁 

福島地方気象台 

訓練用設定 
降灰１ｃｍ領域 

訓練用設定
降灰５ｍｍ領域 

レベル３規制範囲 
（半径４km） 

みちのく号 

レベル２ 
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（半径 500ｍ） 

塩ノ川 

荒 川 

ヘリ飛行コース

（市街地上空から降灰状況把握） 

（市街地上空、荒川沿い） 

（浄土平上空） 

（塩ノ川沿い） 
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上空の風向 

 

風下側の積雪上に降灰 


